
検査部門の医療関係者の皆さまへ
ダラザレックス®［一般名：ダラツムマブ（遺伝子組換え）］、ダラキューロ®［一般名：ダラツムマブ（遺伝子組換え）/ボルヒアルロニダーゼアルファ（遺伝子
組換え）］はヒト型IgG1κモノクローナル抗体であるダラツムマブが、CD38に結合することで効果を示す薬剤です。
このCD38は赤血球膜表面にも低発現しています。
ダラザレックス®又はダラキューロ®治療中及び最終投与から6ヵ月以内の患者さんに輸血を実施する場合、間接抗グロブリン試験（間接クームス試験）
において、患者さんの血清中のダラザレックス®又はダラキューロ®が検査用の赤血球膜表面のCD38に結合することで、偽陽性（汎反応性）になること
があります。
（ABO型やRh型の判定には影響しません。）
ダラザレックス®又はダラキューロ®治療を行う場合は、ダラザレックス®又はダラキューロ®治療開始前に輸血前検査を実施してください。輸血が予定
されている患者さんにおいては、この輸血前検査結果を参考にしてください。輸血が必要な場合は、ダラザレックス®又はダラキューロ®治療中であるか、
6ヵ月以内の投与歴があるかどうかを確認し、主治医の先生と連携し、適切な対応をお願いいたします。
また、主治医の先生等と連携を図り、ダラザレックス®又はダラキューロ®が投与されている患者さんの把握に努めていただきますよう、お願いいたします。

間接抗グロブリン試験（間接クームス試験）への干渉の回避 ： ジチオスレイトール（DTT）処理

陰性：ダラザレックス® 又はダラキューロ® 治療患者（DTT処理、不規則抗体を持たない場合）

【DTT 溶液（0.2M）の準備】 

【赤血球の DTT 処理】

：ダラザレックス®又はダラキューロ®

DTT 1g

よく混和し、溶解
DTT溶液（0.2M）

「0.2M DTT」「使用期限」を記載した
凍結保存用プラスチックチューブ（1mL）

※使用期限は各試薬の使用期限に準ずる、
　又は最終調製後1年間を目安にする

＊1 マイクロピペットで500µLずつ、又は
　　ディスポーザブルピペットで10滴ずつ（約50µL/滴）

pH8.0 リン酸緩衝生理食塩液（PBS）
32mL

500µL＊1ずつ
分注

最終遠心後の上清を
完全に除去

室温解凍し、
よく混和した
DTT溶液＊4

それぞれの試験管に
8滴（400µL）ずつ加える

それぞれの試験管に
1滴（50µL）ずつ加える

よく混和し、37℃
20～30分間

pH7.3 PBSで
4回洗浄

その間、
3～4回混和

pH7.3 PBSで
4回洗浄

－18℃以下で
凍結保存

ダラザレックス®又はダラキューロ®による間接抗グロブリン試験（間接クームス試験）への干渉を回避する方法として、ジチオスレイトール（DTT）処理が考慮されます。

【参考資料】Chapuy, C.I., et al.: Transfusion, 55（6 Pt 2）, 1545-1554, 2015、Oostendorp, M., et al.: Transfusion, 55（6 Pt 2）, 1555-1562, 2015

不規則抗体を検出するための赤血球試薬にDTT処理を行うことでCD38の高次構造が破壊されるため、ダラザレックス®又はダラキューロ®を含む患者さんの血清と
混合しても、ダラザレックス®又はダラキューロ®と赤血球膜表面のCD38との結合が阻害されます。
ただし、DTT処理を行った場合、Kell血液型抗原などが変性・破壊されるため、不規則抗体スクリーニングにおいて抗Kなどの抗体を検出できないことに注意する
必要があります。
ダラザレックス®又はダラキューロ®投与前に実施した不規則抗体スクリーニングにおいて抗Kell抗体の存在が確認され、かつダラザレックス®又はダラキューロ®

投与後に輸血の必要性が生じた場合は、以下の＜手順＞を参考に適合性の確認を行い、Kell血液型抗原陰性の赤血球製剤を準備してください。
＜手順＞
①輸血予定の血液バッグに付属するセグメントチューブを用いて、該当するKell血液型抗原（例：K抗原）の有無を、抗Kell抗体（例：抗K抗体）を用いてご確認ください。
②該当するKell血液型抗原の存在が否定された場合、確認された血液バッグに付属するセグメントチューブを用いて、DTT処理赤血球を作成してください。
③作成したDTT処理赤血球を用いて交差適合試験を実施し適合性をご確認ください。 
なお、以下の関連ガイドラインもあわせてご参照ください。

凝集なし 陰性抗ヒトグロブリン試薬
（クームス血清）

赤血球膜表面のCD38への
ダラザレックス®又は

ダラキューロ®の結合が阻害される

ダラザレックス®又は
ダラキューロ®を含む

患者の血清

DTT処理をした
赤血球試薬（CD38は変性） 

＊4 凍結保存したDTT溶液は、その都度新しいものを室温解凍し、よく混和して用いる

＊2 対照赤血球試薬は適宜、選択する
＊3 抗K試薬で確認する場合： K+k+
　　抗k試薬で確認する場合： K－k+

・スクリーニング赤血球又はパネル赤血球
・交差適合試験に用いる赤血球
・自己対照
・陽性対照＊2
 〔便宜上、E+（E+e+又はE+e－）〕
・陰性対照＊2〔通常、K+又はk+＊3〕

3～5％赤血球浮遊液

「識別番号」又は「赤血球名」等を明記した
10×75mm試験管

残った赤血球沈渣
（12～20µL） 3～5%赤血球浮遊液

DTT処理

pH7.3 PBS

医薬品リスク管理計画
（RMP）

日本輸血・細胞治療学会 : 多発性骨髄腫治療薬（抗CD38）による偽陽性反応への対処法（一部改定版） より一部作図DTT処理に必要な試験薬等は事前にご確認ください。

詳細については日本輸血・細胞治療学会の
ガイドライン等もご参照ください。

赤血球型検査（赤血球系検査）
ガイドライン（改訂4版）

多発性骨髄腫治療薬（抗CD38）に
よる偽陽性反応への対処法（一部改定版）

監修：東邦大学医療センター 大森病院 輸血部 奥田 誠 先生
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ジチオスレイトール（DTT）処理  

※用時調整

ダラザレックス® 又はダラキューロ® 治療中の
患者さんにおける輸血に関する注意点
─間接抗グロブリン試験への干渉─


